
CMP Chemical and Circular Management Platform

製品含有化学物質・資源循環情報プラットフォーム

◆現状の情報伝達

◆目指す情報伝達の姿

サプライチェーン全体で
莫大な作業負荷が発生

✓ メールなどのバケツリレー

✓ 規制変更時の再調査

情報基盤による
効率化・精度向上

✓ 川上からの情報更新による

情報の最新化・再調査レス

✓ 機密情報を担保した

秘匿性の実現

含有化学物質情報及び資源循環情報を川上から川下につなぐ情報伝達システムです

◆システムイメージ
製品・部品・材料をつなぎ、将来はあらゆる情報伝達に対応



2024 2025 2026

7-12 1-6 7-12 1-6 7-12

設計/開発

運営組織

オブザーバー
1 経済産業省
2 独立行政法人 製品評価技術基盤機構（NITE）

３独立行政法人 情報処理推進機構（IPA）

4 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

川中チーム

1 オムロン株式会社 6 株式会社豊田自動織機
2 京セラ株式会社 7 トヨタ紡織株式会社
3 住友電気工業株式会社 8 富士フイルム株式会社
4 太陽誘電株式会社 9 株式会社村田製作所
5 豊田合成株式会社 10 YKK株式会社

電機電子チーム

1 沖電気工業株式会社
2 キヤノン株式会社
3 一般社団法人 産業環境管理協会
4 セイコーエプソン株式会社
5 ソニー株式会社
6 株式会社東芝
7 東京エレクトロン株式会社
8 日本電気株式会社
9 パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式会社

10 ブラザー工業株式会社
11 三菱電機株式会社
12 株式会社リコー
13 レーザーテック株式会社

自動車チーム

1 株式会社アイシン
2 愛知製鋼株式会社
3 株式会社クボタ
4 株式会社ジェイテクト
5 ジヤトコ株式会社
6 株式会社SUBARU
7 ダイハツ工業株式会社
8 株式会社デンソー
9 トヨタ自動車株式会社
10日産自動車株式会社
11 パナソニックオートモーティブシステムズ株式会社
12本田技研工業株式会社
13 マツダ株式会社
14三菱自動車工業株式会社
15 ヤマハ発動機株式会社

システム、普及検討、物質リスト

1 株式会社アイリーシステム 6 株式会社NTTデータ
2 株式会社ゼロボード 7 東芝デジタルソリューションズ株式会社
3 Sotas株式会社 8 豊田通商株式会社
4 株式会社dotD 9 みずほリサーチ&テクノロジーズ株式会社
5 UEL株式会社 10富士通株式会社

✓ 複数チーム・WGに参加のメンバー企業は代表または川上側
チーム優先で記載しています

✓ 2025年6月現在のリスト

◆CMPタスクフォースメンバーリスト （68の企業・団体が参加）

◆スケジュール（予定）
2025年7月システム開発
開始しました

✓ 運営組織を2025年10月設立（予定）

✓ 2026年3月に開発完了（予定）

✓ 2026年3月から実証、運用開始（予定）

①設計
（完了）

②開発/テスト 実証 運用

③運営準備
④運営組織立上げ：

CMPコンソーシアム（仮）

化学品チーム

1 旭化成株式会社 11 一般社団法人 日本化学工業協会

2 株式会社オリジン 12 日本化学品輸出入協会

3 互応化学工業株式会社 13 日本ケミカルデータベース株式会社

4 サカタインクス株式会社 14 日本パーカライジング株式会社

5 三洋化成工業株式会社 15
日本ペイントコーポレート
ソリューションズ株式会社

6 住友化学株式会社 16 藤倉化成株式会社

7 テクノUMG株式会社 17 丸紅株式会社

8 DIC株式会社 18 三井化学株式会社

9 豊通ケミプラス株式会社 19 三菱ケミカル株式会社

10 長瀬産業株式会社 20 株式会社三菱ケミカルリサーチ
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